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研究成果の概要： 

3 年間の研究を通じて極低出生体重児の学習困難について①不器用さ②算数の学習困難③集

団参加の困難の 3 点が明らかとなった。そして、不器用さには医学的リハビリテーションの早

期実施を行った。算数の学習困難には心理検査で認知処理の偏りを明らかにし、教育的には学

習習熟度テストを開発した。集団参加の困難には一人ひとりに合わせて参加の促進を図った。

これらの成果を公開講座と遠隔双方向情報コミュニケーションシステムを活用して発信した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,600,000 0 1,600,000 

２００７年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

２００８年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度  

  年度  

総 計 3,700,000 630,000 4,330,000 
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公開講座、多職種の連携 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 低出生体重児の医療・教育の進歩は国・地域
によって大きく異なる。1970 年代から 1990 年
代までは救命が最優先で、先進的医療機関がそ
の成績を競っていた。1990 年から 2000 年頃に
は合併症のない救命が課題となった。そして、
2000 年代に入って子どもたちのQOL（生活・人
生の質）の向上が課題となった。 
 日本においても新生児の0．8％が極低出生体
重児であった。この子どもたちの乳幼児期の発
達フォローと育児支援は新生児科医が中心とな

って、看護師や保健師などの協力を得て行って
いた。しかし、小学校入学後は医療・保健・福
祉から教育が支援の担当分野となり、その連携
の困難さから、支援が途絶えることが多かった。 
 本研究者は病院の発達小児科で就学前から就
学後まで経過観察ができる立場にあり、極低出
生体重児の医教連携による教育支援システムを
構築する機会に恵まれた。また、本研究者が療
育関係者の学習会である発達研究会の世話をし
ていたので、医療や教育の多職種による教育支
援チームの立ち上げの準備ができていた。 
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２．研究の目的 
 
 本研究の目的は2つに大別される。 
（１）極低出生体重に伴う学習困難児に対する
教育ステムを構築する。 
 極低出生体重児における学習困難の実態、特
性を明らかにする。そして、その問題点を医療
と教育の関係者からなる多職種で支援して、効
果的な教育支援システムを構築する。また、遠
隔地に住む子どもには遠隔双方向情報コミュニ
ケーションシステムを使って教育相談を行う。 
（２）学習上の困難を明らかにするために国語
と算数の学習習熟度テストを完成し、支援に活
用する。 
 極低出生体重児の学習上の困難をできるだけ
客観的な方法で明らかにするため、本研究者達
が作成中の学習習熟度テストを完成させ、それ
を基に学習支援を行う。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）研究対象 
 本研究者が発達小児科で経過観察している極
低出生対象児で、学習上の困難が予想される子
ども、運動・行動・学校生活上の困難が予想さ
れる子ども、超低出生体重の子どもの中で、本
研究に参加することを希望した子どもである。 
 
（２）方法 
①学習上の困難が予想される子どもとして、
K/ABC 検査で境界域の発達から軽度の知的障害
のある子ども、顕著な認知処理の偏りのある子
どもを選定した。 
②運動・行動・学校生活上に困難が予想される
子どもとして、診察所見、問診やアンケート等
で幼稚園や保育園などで運動や行動、友だち関
係などの園生活に困難がある子どもを選定した。 
③就学後は 2 年生、5 年生を中心に国語と算数
の学習習熟度テスト、学校のノートやテスト等
を参考に学習の成果を評価した。 
④教育支援として、個別の支援をそれぞれの専
門職が行い、月1回は多職種で話し合って、支
援内容の調整を行った。 
⑤遠隔地に住む極低出生体重児の支援を行うた
めに、双方向情報コミュニケーションシステム
を整備した。 
⑥支援の成果は、毎年研究報告として学術論文
にすると共に、公開講座で子どもや保護者・教
育関係者に情報公開を行った。 
⑦本研究の研究協力者は以下のものであった。 
 新生児科医、小児神経科医、看護師、病院の
臨床心理士、非常勤の発達心理士、言語聴覚士、
作業療法士、理学療法士、特別支援学級教師、
通常学級担任教師、教育センター特別支援教育
指導主事、巡回療育相談員 
 

 
４．研究成果 
 
（１）学習上の困難の予想に用いたK/ABC検査
結果で認知の偏りがあった。 
 
 認知処理の中で継次処理は標準で、同時処理
がやや低値のものが多かった。 
 しかし、図 1 のように、年齢と共に同時処理
も改善していくものもあり、子どもの得意な認
知処理を理解して、効果的な支援を行うために
K/ABC 検査を経過を追って繰り返し行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）運動の問題として不器用な子どもが多か
った。 
 
 極低出生体重児は脳性麻痺のような明かな運
動障害がなくても、細かな運動が苦手で、片足
立ちが難しい、ケンケンが難しい、縄飛びが難
しい、鉛筆が持ちにくい、定規がうまく使えな
い等のいわゆる不器用な子どもが多かった。 
 そこで、理学療法士と作業療法士の協力を得
て、図2のように、子どもや保護者･教師に指導
を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）行動・学校生活では集団参加の困難があ
った。 
 
 集団行動では、文献で報告されているような

図2．粗大運動を行うために・・・

• 自分と、相手や物との位置関
係をとらえる

• 状況に合わせて、素早く運動
を切り変える

• タイミングよく身体がつかえる

• 物を正確に操作する

• リズミカルに行える

図１．AさんのK-ABC結果の推移と傾向図１．AさんのK-ABC結果の推移と傾向
K-ABC結果の変化
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多動の目立ったものはなかった。むしろ、集団
行動では消極的で十分に参加ができていないも
のがあった。そこで、図3に示したように、学
生等の支援者が入って極低出生体重児（R児） 
としっかり遊び、その中に他の子どもを入れ、
遊びが盛り上がってきたところで少しずつ支援
者が抜けていく方法で3－6カ月の支援を行う
と対象児は自信をもつことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）学習習熟度テストを完成した。 
 
 小学校の算数と国語の学習習熟度テストは本
研究の始まる前に、小学校4年生までできてい
たが、その後テスト使用者の要望があり、5・6
年生も作成して、本研究で完成した。 
 国語の成績は、1－6年生まですべて60点以
上、平均76点であったので、適切な問題と考え
た。また算数も同様に各学年60点以上で平均
87点であったので、適切な問題と考えた。 
 これらを冊子（図書に記入）として印刷して、
希望の学校へ配布した。 
 
 
（５）学習習熟度テストで算数の困難が明らか
となった。 
 
 極低出生体重児の夏休み検診で学習習熟度テ
ストを発達小児科外来の待ち時間に行い、下記
の図4のような結果が得られた。 
 やはり、同時処理の弱さがあるのか、空間的
な情報を処理する目盛りの読みは低い傾向があ
り、指導上配慮を要することが明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本特殊教育学会第４６回大会
図4． 極低出生体重児の小学校算数（５年）の到達度

ー算数の習熟度テスト結果からー

• VLBWIは一般集団の対照よりも算数の正答率がや
や低かった。なかでも全体として目盛りを読み取り
分数で表す問題、文章題において対照より低かった。

• 目盛りを全体に注目して正確に読み、分数で表現
するにはVLBWIが苦手とする視覚認知の問題も関
与し、今後その面での分析も合わせて行い必要が
ある。文章題については、立式が困難であったので、
文章理解の問題、数概念の修得との関係で検討す
る必要がある。

• 現時点では未だ原因の解明に基づく指導・支援と
はなっていないが、具体物を通して、作業的な活動
を入れてわかりやすく指導を試みている段階である。

 
 

（６）遠隔双方向情報コミュニケーションシス
テムの設置を行った。 
 
 本研究成果を極低出生体重児やその保護者・
担当教員に知っていただき、遠隔地での指導に
生かしてゆくため、双方向情報コミュニケーシ
ョンシステムを整備した。 
 しかし、通信は可能となったが、教員の多忙、
不慣れや時間調整の困難さもあって教育支援の
ための活用は十分に行えなかった。 
 本研究で整備したシステムの1例を図5に示
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）毎年公開講座を開いて極低出生体重児の
教育支援について情報提供、個別的配慮が必要
であることの啓蒙を行った。 
 
 公開講座では、午前中に子どもの認知特性と
その支援、国語の困難への支援、算数の困難へ
の支援、運動・不器用への支援、集団参加の促
進、極低出生体重児の支援の現状について講演
し、午後はグループ討論、全体討論でそれぞれ
の参加者の理解を深めた。国語の指導について
と算数の指導についての講演の一部を図6，7
に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6．言葉が出にくい（気持ちを表すことが苦手）

・ 簡単な作文（短冊作文） →モデルの提示

・ 絵日記風作文

→ まず絵をかく。

慣れてきたら、その絵の説明を

・ 聞き取り

→ 支援者が言葉にする

① いつ、だれと、どこで、～をしました。

②（ ）と思いました。

③日本特殊教育学会第４６回大会
図4． 極低出生体重児の小学校算数（５年）の到達度

ー算数の習熟度テスト結果からー

• VLBWIは一般集団の対照よりも算数の正答率がや
や低かった。なかでも全体として目盛りを読み取り
分数で表す問題、文章題において対照より低かった。

• 目盛りを全体に注目して正確に読み、分数で表現
するにはVLBWIが苦手とする視覚認知の問題も関
与し、今後その面での分析も合わせて行い必要が
ある。文章題については、立式が困難であったので、
文章理解の問題、数概念の修得との関係で検討す
る必要がある。

• 現時点では未だ原因の解明に基づく指導・支援と
はなっていないが、具体物を通して、作業的な活動
を入れてわかりやすく指導を試みている段階である。

図５．遠隔双方向ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑによる教育相談・授業
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 以上が本研究の成果の要点である。それぞれ
の詳細は下記の論文や図書等に掲載した。今後
は学会誌等の学術雑誌への投稿が残る課題であ
る。 
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基本は言語（ことば・数値）への置き換えとパターン化

定規や分度器等を当てる
位置は、言葉で具体的に
説明し、それを覚えて行う。

解決するための手順を考え、
パターンに当てはめて解く。

分数はその状態を言葉で示す。

長短、多少、物や角等の違いなど
は、数値化・言語化して確認する。

量概念・図形・意味理解・推論の困難

易から難へのスモール
ステップを大切にする。

図7．「図形や意味理解等」に弱さがある子


